
事業評価に係る補足説明資料 

〔学びを支える人材育成推進事業〕 
 
 
 
 

１ 受講後のスキル活用と研修効果について 

① スキルの実践について 

ファシリテーション研修は、同一講師のもと全 3回通しての受講を申込条件としている。

2回目以降に前回の振返りを行い理解の定着を図るとともに、学習内容を普段の業務に活か

し、その結果について年度末にアンケートを行うまでを研修プログラムとしている。受講者

にはスキルの活用状況確認を行う旨を周知することで、現在の所属で担当業務に応じて実践

するような意識付けを図っている。 

なお、年度末アンケートについては、今年度から取りまとめた結果を受講者に送付し、そ

れぞれの業務における具体的な活用方法や成功体験等を共有し、研修効果を高める。生涯学

習基礎研修第 2回の参加者も対象とする。 
 

② 受講者の変容について 

受講前は単に知識やスキルを得たいとの希望が多かったが、年度末アンケートでは、「ス

キルがどのような意図で使われているか意識するようになった」「スキルを生かした工夫を

行うようになった」と具体的な変化が現れ、「スキルを活用して会議等の目的を達成するこ

とができた」「相手も自分も尊重して充実した議論ができた」という実感が実践を通して得

られことから、「コーディネート能力が身についた」という自信と、より積極的に「市民企

画講座等を担当してみたい」という意欲の高まりが見られた。（「」内はアンケート意見より） 

 

２ 受講者募集について（周知・実施体制） 

職員向け研修は、平成 29年度までは実施要項により案内していたが、平成 30年度はイラ

ストを入れたちらしを作成した。そこで、どのような能力を高めどのような場面で役立つか

など申込者がイメージしやすいよう記載を工夫し（例：研修に適した業務や前年度受講者の

感想、講師の取組分野の紹介等記載）、研修のねらいと受講ニーズの合致を図ったところ、

ファシリテーション研修では前年比約 3割増の申し込みを得た。 

案内時期については、体系別の年間計画（H30.5.17.資料 3-2 別紙資料②③）を年度当初

に示した上で、業務との重複や出勤シフトの調整が図りやすいよう、開催の約 1ヶ月前に実

施要項とちらしを各社会教育施設や指定管理者あてへ送付している。 

別紙資料①：平成 30 年度「ファシリテーション研修」実施要項・募集ちらし 

 

３ 指定管理者が実施する館長研修について 

仙台市市民センターの指定管理者である（公財）仙台ひと・まち交流財団は、館長研修と

して在職年数等対象別に年間 6講座開催している。 

別紙資料②：平成 30年度市民センター職員研修体系〔(公財)仙台ひと・まち交流財団実施〕 

資料 ４ 



平成 30 年度 生涯学習応用研修会「スキルアップ研修①②③」 

～ファシリテーション研修～実施要項 

 

仙台市生涯学習支援センター 

 

１ ねらい  市民センターをはじめとする社会教育施設職員は，市民との話し合いや講座を進行・運営

する際など，ファシリテーターの役割を担う機会が多く，スムーズな進行・問題の解決等

についてかじ取りの役割が期待されている。この研修は，ファシリテーションについての

理解を深め，スキルアップを図ることをねらいとする。 

 

２ 日 時  第１回 平成３０年５月３１日（木）14：00～17：00 （13：45 受付） 

       第２回 平成３０年７月 ６日（金） 14：00～17：00 （13：45 受付） 

       第３回 平成３０年９月１３日（木）14：00～17：00 （13：45 受付） 

 

３ 会 場  仙台市生涯学習支援センター 5 階 第 1 セミナー室 

 

４ 対 象  教育局生涯学習部，博物館，科学館，市民図書館，各地区図書館の職員 

生涯学習支援センター及び各区中央市民センターの職員 
仙台市天文台，大倉ふるさとセンター，オーエンス泉岳自然ふれあい館の職員 
（公財）仙台ひと・まち交流財団及び（公財）仙台市市民文化事業団の職員 

               ※合計２４名程度を想定 

 

５ 講 師  地域社会デザイン・ラボ 

代表 遠藤 智栄 氏 

 

６ 内 容  第１回 講話とワークショップ「ファシリテーション入門」 

         主な内容：概要・チームビルディング・空間デザイン等 

       第２回 講話とワークショップ「ワークショップ体験とファシリテーション」 

         主な内容：インタビュー・ワールドカフェ・オープンスペーステクノロジー等 

第３回 講話とワークショップ「会議でのファシリテーション」 

         主な内容：フィッシュボール・ファシリテーショングラフィック等 

       ※基本的に 3 回連続で受講することを前提にプログラムデザインをしています。 

 

７ 研修申込   

・この研修は、３回連続して参加できる方を原則とする。 

・参加希望人数が多い場合は，当該研修を初めて受講する方を優先する。 

・別紙参加申込書に記入したものを，それぞれの施設がとりまとめ，生涯学習支援センタ

ー担当あて送付する。 

 

 

別紙資料① 



スキルアップ研修 

 
 

                      
 

 
 

 

 

生涯学習支援センター５Ｆ 

（宮城野区榴岡 4-１-8） 

TEL：292-4875 
 

 

第１回 平成３０年５月３１日（木） 

第２回 平成３０年 ７月 ６日（金） 

第３回 平成３０年９月１３日（木） 

※いずれも 14：00～17：00 

（13：45 受付） 

 

社会教育施設職員 

・全回出席できる方 

・新規受講者を優先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びを支える人材育成推進事業 

主催：生涯学習支援センター 

 

 

場所 

日時 
 

対象 

講師紹介  地域社会デザイン・ラボ   

代表 遠藤 智栄 氏 
 

仙台市在住。経済雑誌の企画編集、グリーンツーリズムや地域 
活性化のコンサルティング、NPO 支援を経て独立。人材育成や 
まちづくり支援に取り組む。 
・（特非）日本ファシリテーション協会 災害復興支援グループ 
・東北環境パートナーシップオフィス（環境省）評議委員 
・宮城県農村振興施策検討委員会 専門委員 
・山形県景観審議会 委員 ・仙台市まちづくり支援専門家登録 

 
 

 

・チーム力を高めたい方 

・市民参画担当の方など 

   にもおすすめです 

講話とワークショップ（全３回） 

第１回「ファシリテーション入門」 

 概要・チームビルディング・空間デザイン等 

・参加者側からもファシリテートできることを知った。 

・チームで各々の役割やゴールのイメージを共有 

することが大切だと感じた。  
 

第２回「ワークショップ体験とファシリテーション」 

インタビュー・ワールドカフェ・オープンスペーステクノロジー 

・意見の引き出し方や参加者の関係づくりなど、話 

し合いの手法を知ることができた。 
 

第３回「会議でのファシリテーション」 

フィッシュボール・ファシリテーショングラフィック 

・意見の視覚化ができた。全ての会議の参考になる。

自分の考えをまとめるのにも大いに役立つ。 
 

※3 回連続受講を前提としてプログラムを構成しています。 

Ｈ28,Ｈ29 
受講者の声 

Ｈ28,Ｈ29 
受講者の声 

Ｈ28,Ｈ29 
受講者の声 



外
部
研
修

その他団体が主催する研修
市外郭団体協議会主催 パソコン研修／

県社会福祉協議会主催　ボランティアコーディネーター研修 等

生
涯
学
習
関
係

そ
の
他

新任事業職員研修Ⅰ・Ⅱ
接遇の基本、施設管理と緊急時対応、生涯学習事業
について、地域づくり支援、事業企画書作成演習 等

中堅（8年目）事業職員研修Ⅰ・Ⅱ
公益法人としての取組み／先輩講話／グループ研究

そ
の
他

財団総務課主催
健康づくり研修／ハラスメント防止研修 等

公開講座Ⅰ・Ⅱ
他館の講座を見学して、自館の事業の参考とするとともに、受講レポートを作成し全館で共有する。

県公民館連絡協議会が主催する研修
宮城県公民館初任者研修会／宮城県公民館職員研修会 等

県生涯学習課が主催する研修
社会教育・公民館等職員研修会（全4回）／コミュニティづくり研修会（全2回）／

著作権セミナー 等

生涯学習コーディネーター研修
(検討中)

普通救急救命講習
全職員が3年に1回受講する

区内職員研修
コミュニケーション方法、高齢者理解、ファシリテーションスキル等、

実務に即した内容をテーマに、区ごとに主任のグループが企画・実施する。

仙台市が主催する研修
新任まちづくり担当職員研修／公共施設の「自主点検研修会」／

不当要求行為等対応講習会 等

仙台市（生涯学習支援センター）が主催する研修
生涯学習基礎研修（全6回）・生涯学習応用研修（全8回）【通年】／市民センター新任
職員研修／市民センター館長研修／事例発表研修／学習情報システム操作研修 等

　市民センター職員研修体系　（平成30年度)

新任館長（公募）配属前研修
市民センターの概要、実地研修 等

職
種
別
・
経
験
年
数
別

接遇研修
接遇の基本、アンガーマネジメント 等

職員研修Ⅰ・Ⅱ
仙台市の方針等、時期にあった内容で毎年度実施

             主任研修 ※全主任対象
職員の育成について 等

2年目事業職員研修
地域づくり支援、生涯学習事例研究 等

4年目事業職員研修
公益法人としての取組み／課題解決・業務改善 等

選
択
受
講

館長 事業職員 非常勤嘱託職員

新任職員実務研修
市民センターの概要、就業規則、施設の貸出、予約システム、情報セキュリティ 等

新任館長（市OB）研修
人事労務管理、施設管理、

危機管理 等

新任非常勤嘱託職員研修
接遇の基本、予約システムについて、

緊急時対応について 等

新任非常勤嘱託職員実地研修
他館でベテラン職員から

実地指導を受ける

非常勤嘱託職員研修
接遇応対、個人情報保護、

施設貸出事例研究 等

新任非常勤嘱託職員配属前研修
市民センター・施設の貸出・

予約システムの概要 等

　　　　　館長研修 ※全館長対象

市民センターを取り巻く課題について

新任館長研修Ⅰ・Ⅱ
先輩館長講話、緊急時対応、

企画書作成演習 等

2年目館長研修
課題解決について

別紙資料② 
（公財）仙台ひと・まち交流財団実施 
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